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緒 言

細 菌 性類 脂肪 膿 ノ抗 元 性 ニ關 シテ ハ既 ニ多撒 ノ

實 験 報 告 ア リ｡Nicolle{7)ハ 「チ フス」菌 及 ビ大腸

菌 ノ肉 汁培 養酒 精 浸 出液 ニ就 キ陽 性 ノ成績 テ報

告 シ、Much(1)ハ 「ナ ス チ ン」ニ テ動 物 ヲ庭 置 シ、

「ナ スチ ン」二封 シテ補 膿 結 合 反磨 陽 性 ノ免疫 血

清 テ得 タ ル事 テ報 告 セ リ｡目 黒 氏(3)モ亦 細 菌類

脂肪 盟 ハ免疫 原 的 作用 ラ有 ス ト述 べ、 垣 内氏 ⊂勾

モ亦 細 菌脂 肪艦 ハ細 菌蛋 白質 ト等 シク動 物 膿 内

二於 テ特 異 的 抗 膣 テ産 生 ス ト報 告 セ リ｡

然 ル ニ、 一 方 細 菌類 脂 肪 農 ノ抗 原 性 ラ否 定 ス ル

報 告 モ亦 妙 ナ カ ラズ｡Kleinshmidt(4⊃ ハ、 「ナ

ス チ ン」 ラ以 テ家 兎 ラ免 疫 スル モ 抗 盟 ラ形 成 ス

ル事 ナ シ ト報 告 シ、 鈴 木 氏(5)モ亦 嚴密 ナ ル注意

ノモ トニ分 離 シタル 「コ レ ラ」菌、 「チ フ ス」菌 類

脂 肪 禮 テ以 テ免 疫 セ ル家 兎血 清 中 ニハ特 異免 疫

盤 ノ形成 ヲ謹 スル能 ハ ズ ト言 ヒ、Borcic(6ル ハ、

「チ フス」菌
、 「コ レ ラ」菌 、 「ヂ フテ リー」菌 、 葡

萄 駄 球 菌 テ、 「ペ プ シ ン」、 「トリ プ シ ン」テ以 テ

消 化 シテ後 苛性 曹 達 テ以 テ該 菌 類 脂 肪 膿 テ鹸 化

シ、「エーテル」及石油 「エーテル」テ用 ヒ隈川

須藤氏法ニヨリ脂肪ヲ抽出 セシガ是等諸菌 ノ類

脂肪鵠ハ凝集免疫 トシテノ性質テ鋏 クト述ベタ

リ｡

而 シテ細菌中結核菌 ハ 腫様膿乃至脂肪盟二富

ミ、該菌 ヨリ抽出セル物質 ノ免疫ハ、結核 ノ診

断、治療拉 二結核菌型分類 二興味深ク本問題 二

關 スル作業亦紗ナカラズ｡即 チ結核菌類脂肪膿

軍掲ニテ抗元性 テ有 スト論 ジタル實験者 トシテ

Meyer(8)ハ 抗結核菌家兎免疫血清 ハ結核菌 ノ

「アセ トン」不溶性物質 テ抗元 トシテ補膿結合反

庶 テ呈 スト述べ、渡邊氏(9⊃ハ結核菌「リボイド」

様物質ヲ以テ家兎ラ免疫 シ得タル血清ハ、抗類

脂肪膿作用 テ有 スルモ、其 ノ力弱 シトシ、藤澤

氏⑳ハ結核菌類脂肪膿ハ、爾他類脂肪膿 ト異ナ

リ結核菌毒素ニ封スル特殊抗元作用 テ登揮スル

事 テ得ル ト報告セ リ｡之 レニ反 シテ結核菌類脂

肪禮軍掲ニテハ抗元性ナシト論 ジタル諸家 ノ圭

ナル人々 トシテ、見玉、林氏⑳等へ 結核菌 ノ
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酒 精 抽 出物 、 「エー テ ル、 ク ロ ・ フォル ム」抽 出

物 等 テ以 テ家 兎 ラ免 疫 スル モ、 抗 燈 テ成 立 セ シ

メ得 ズ ト報 告 ヒ リ｡

而 シテ、ForssmanガForssman氏 抗 元 ラ 以

テ家 兎 ラ兎 疫 ス レバ、 抗 艦 ラ登 生 スル事 ラ登 見

シ タル モ、純 梓 類 脂 肪 盟 ハ、 ソ レ ノ ミ輩 掲 ニ テ

家 兎 テ免 疫 スル モ抗 艦 テ産 生 シ難 キ コ ト・・、 多

ク ノ學 者 ノ述 ブル所 ナ リ｡然 ル ニLandsteiner

c12)ガ、Forssman氏 類 脂 肪 禮 ニ、 豚 血 清 テ附 加

シテ免 疫 ス レバ、Forssman氏 抗 盟 テ産 生 セ シ

メ得 ル ト云 フ事 實 ラ襲 見 シテ ヨ リ細菌 類 脂肪 盟

ニ モ コ レ ヲ慮 用 シ、 石 原 及 ビ 吉 田 氏(翰 ノ・細菌

「リボ ィ ト」ハ賦 活 艦 テ加 フル コ ト無 ク シテ抗 農

ノ産 生 テ見 ル モ、 賦 活罷 テ加 フ レバ抗膿 形 成 常

二優 良 ナ リ ト述 べ、 田氏(15)モ亦 メ チ ニ コ フ氏及

ビデ 子 ケ氏 雨 孤 菌 ニ ツ キ テ實験 シ、 細 菌類 脂 肪

膿 モ亦 動 物 血球 拉 ニ臓 器 類脂 肪 艦 ト同様 類脂 肪

艘 軍 掲 ニ テ ハ抗艦 産 生能 力殆 ン ドナ ク、 異 種 蛋

白 ト結 合 シテ初 メテ抗 艦 産 生能 力 テ獲 得 スル モ

ノナ リ ト述 ベ タ リ｡Warden岡 モ亦 賦 活禮 無 ク

シ テハ細 菌 脂 肪盟 ノ補膿 結 合 性抗 罷 産生 ハ疑 ハ

シ ト言 ヒ、Zurukzoglu(18)ノ ・、「チ フ ス」菌 ノ「エ

ー テル」、 「ア セ トン」酒 精 浸 出物 及 ビ 是 等 ノ浸

出物 ニ豚 血 清 テ附 加 セ ル モ ノテ 以 テ 「モル モ ッ

ト」 テ免 疫 シ タル ニ.其 ノ免 疫 血清 ハ 凝 集 反

磨 及 ビ補 艦 結 合 反 磨 ヲ示 サズ ト述 ベ タ リ｡然 ル

ニA.Klopstock及Witebsky(1η ・・結 核 菌 及

Proteus×19菌 ニ就 キ テ 實 験 シ、 菌 ノ酒 精 浸

出 物 ハ賦 活艘 ラ加 フ ル事 ナ ク シ テ類 脂 肪 抗 膣 ラ

形 成 ス ト述 ベ タ リ.

此 ノ如 ク細菌 類 脂 肪 禮 ノ抗 元 性 二關 シテ ハ諸 報

告 多 キモ未 ダー致 スル トコ ロナ キ状 態 ナ リ｡弦

ニ於 テ余 モ亦 諸種 結 核 菌 類 脂 肪 罷 ノ抗 元 性 ニ關

スル研 究 テ企 テ、 先 ヅ人 型 結 核 菌 類 脂 肪 罷 二、

賦 活罷iト シテ豚 血清 ヲ加 へ家 兎 ヲ見 疫 スル コ ト

ニ ヨ リ補 艦 結 合 性 抗 膿 テ産 生 シ得 ル ヤ否 ヤ ニ關

ス ル實 験 テ行 ヘ リ｡

第一章 結核菌類脂肪膿分離法

結 核 菌類 脂 肪 禮 ノ抗 元 性 ノ研 究 二慮 用 セ ラ レタ

ル類 脂 肪 罷 分離 法 ハ從來 種 々 ア リ｡即 チ渡 邊 氏

・法(9}
、 藤 澤 氏 法(10)、Anderson氏 法 、(19)Heide1-

berger及Avery(20)等 ノ分 離 方 法 ナ リ｡余 ノ・

一次 記 ノ方 法 ニ ヨ レ リ｡

1.酒 精 「エ ー テル 」浸 出液｡

「グ リセ リン」肉 汁 二、7週 間 培 養 セル結 核 菌(奉

天株 及 ビ北 里株)ラ コッホ氏 蒸氣 釜 ニ テ30分 間

加 熱 殺菌 シ、コ レテ濾 紙 ニ テ濾 過 シ、生 理 的 食盤

水 ニ テ充 分 二澱 條 シ、 淵 條液 ノ肉 汁 色 消失 スル

ニ至 リ、コ ノ菌 禮 テ濾紙 ニ テ充 分 脱 水 シ、陰 厘i硫

餓 乾 燥 器 内 一 テ充 分 二乾 燥 シ、 コ レラ乳 鉢 内 二

テ磨 碑 シテ微 細 ナル粉 末 トナ セ リ.之 テ ソク ス

レッ ト浸 出器 ニ テ先 ヅ、 酒 精 ニ テ1週 間 浸 出 シ

夏 二 「エ ー テル」ニ テ1週 間浸 出 シ、 無 菌 的 溶 液

トナ シコ レヲ蒸襲 セ シメ テ黄 褐 色 ノ蝋 様 物 質 テ

得 タ リ｡假 リニ コ レテ酒 精 「エー テ ル」浸 出類 脂

肪 膿 ト構 ス｡

2.「 エー テル」浸 出液｡

前 項 同様 ナ ル操 作 ヲ施 シ、 ソ ク ス レ.ト浸 出器

ニ テ 「エ ー テル」テ以 テ浸 出 シ、 黄 褐 色 臓様 物 質

テ得 、 コ ノ物 質 テ 「エー テル」浸 出類 脂肪 膿 トシ

テ實 瞼 二使 用 セ リ｡

第二章 菟疫方法

第一項 酒精 「エーテル」浸出類脂

肪饅免疫

實験動物ハ、 罷重1300瓦 内外 ノ健康支那産家

兎 ヲ選 ピ、3匹 宛4群 二分 チ、類脂肪膿 ノ賦活

禮 トシテ豚 血 清 テ用 ヒタ リ.而 シテ後 述 ス ル ガ

如 キ量 テ、10日 間 毎 日耳 静脈 内 二注射 シ、 最 後

ノ 注射 ヨ リ10日 後、 全 探 血 ヲ行 ヒ血 清 テ探 取

スo
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第1群｡結 核 菌100醒 ニ相 當 ス ル 酒 精 「エー テ

ル」浸 出 類 脂 肪 膿 テ10%豚 血 清3耗 二俘 游 セ シ

メ1日 量 トシテ注 射 セ リ｡

第2群｡結 核 菌100醒 二相 當 ス ル 酒 精 「エー テ

ル」浸 出類 脂 肪 膿 ヲ 生 理 的 食盤 水3耗 二浮 游 セ

シ メタ ル モ ノテ1日 量 トシテ注射 セ リ｡

第3群｡10%豚 血 清3琵 ラ1日 量 トシテ注 射 セ

リ｡

第4群｡結 核 菌loortgラ コ ッホ氏蒸 氣 釜 ニ テ30

分 間加 熱 殺 菌 シ、 コ レテ孚L鉢 ニ テ充 分 二磨 碑 シ

生理 的 食 盤 水1耗 二俘 游 セ シメ タ ル モ ノテ1日

量 トシテ注 射 セ リ｡

第2群 、 第3群 、 第4群 ハ劃稗 トシテ行 ヘ ル モ

ノナ リ｡

第 二 項 「エ ー テ ル」浸 出 類 脂 肪 膿 菟 疫

實 瞼 動 物 ・・、 禮 重1600瓦 内外 ノ 健 康 支 那 産 家

兎 ヲ3匹 宛4群 二分 チ、 賦 活罷 トシテ ハ前實 験

ト同様 豚 血 清 テ用 ヒ、 注射 方 法 ハ、 抗 盟 産 生 テ

充 分 ナ ラ シメ ル・タ メ、1(旧 間 毎 日連 績 的 ニ注 射

シ次 デ5日 間 中 止 シ、 再 ビlo日 間第1回 注射

量 ノ倍 量 テ注 射 シ、 後5日 間 中 止 シ、 更 ニ第1

回 量 ノ3倍 量 テ1週 間 連 日注 射 セ リ｡最 後 ノ注

射 ヨ リ10日 間後 全 探 血 テ ナ ス｡

第1龍 先 ヅ結 核 菌100睡 ニ相 常 ス ルし類 脂 肪 膿

テ10%豚 血 清3琵 ニ 俘 游 セ シ 〃 ル モ ノ テ1

日量 トシテ10日 間 注射 ス｡次 二5日 後 類 脂 肪

禮 ハ第1同 ノ倍 量 テ10%豚 血 清3琵 二 浮 游 セ

シメ タル モ ノ テ1日 量 ト シテ10日 間 注 射 ス｡

猫5日 後 第1同 ノ3倍 量 ノ類 脂 肪 艦 テ]0%豚 血

清3耗 二浮 游 セ シ メタ ル モ ノテ1日 量 ト シテ7

日間 注射 ス｡

第2群｡第1群 ト全 ク同 量、 同 方法、 同期 間 テ

類 脂肪 禮 ノ ミニ テ免 疫 セ リ｡

第3群.10%豚 血i青 バ ニ テ発 琴 セ リ・

第4群｡先 ヅ結 核 菌100醒 ニ 生理 的 食 盤 水3耗

テ 加 ヘ タル モ ノラ1日 量 ト シテ10日 間連 績 注

射 ス｡次 デ5日 後 二第1回 量 ノ結 核 菌 ラ生理 的

食 盛 水3耗 テ俘 游 セシ メ タル モ ノ ラ1日 量 ト シ

テ10日 間 連 績 注 射 ス｡猶5口 後 二 第1同 量 ノ

3倍 量 ノ結 核 菌 テ生理 的 食 盤 水3耗 ニ テ俘 游 セ

シ メ タル モ ノテ1日 量 ト シ テ7日 間 連 纏 注 射

スo

本 免 疫 試 験 ハ實 験 期 間長 キ爲 中 途 ニ テ艶 死 セル

モ ノ ア リ、 カ ・ル時 ・・、 新 シ キ家 兎 ラ補 ヒ第1

同 ヨ リ ノ注 射 ラ爲 セ リ｡

第三章 實験成績

第 一 項 酒 精 「エ ー テル」浸 出 類 脂

肪髄 免 疫血 清 呂就 テ

抗 元 原 液 ノ 製 法｡結 核 菌3瓦 三 相 當 スル 酒 精

「エ ー テル」浸 出類 脂 肪罷 ラ、0・5琵 ノ無 水酒 精

二溶 解 シ9.5耗 ノ生 哩的 食盤 水 ヲ加 ヘ タル モ ノ

テ抗 元 原 液 トス｡

溶 血 素｡il」 羊血 球 冤 疫 家 兎 血 清 ラ非 動 性 トナ シ

本 試 験 」 ハ溶 血量 ノ2倍 量 ヲ用 ピ タ リ｡

血 球 俘 游 液｡山 羊 ノ脱 繊 維 血液 ラ生 理 的 食 盤 水

一 テ3同 洗縢 シ、5%俘 游 液 トナ シ タル モ ノラ

用 ピタ リ｡

補 匿6新 鮮 「モ ルレモ ツ ト」血 清 ヲ10倍 ニ稀 程 シ、

ソ ノ0.5耗 ヲ使用 セ リ｡

而 シテ試 験 管 ノ試 験 全 容量 ヲ、2・5耗 トセ リ｡

1.抗 元 ノ抗 補 膿 慣 測 定｡

抗 元 ノ原 液 及 ビ其10倍 稀稗 液 テ 遽 減 的 ニ、 小

試 験 管 ニ 注加 シ、 是 二10倍 稀 程 補膣0.5耗 ラ

加 へ、 更 ニ生 理 的 食 盛 水 テ加 ヘ テ全 量1.5妬 ト

ス、 コ レラ37度 解 卵 器 内 一、1時 間保 チ タル

後 、 溶 血 素 ノニ 盟位 ト、5%血 球 液0.5耗 ラ注

加 シ、 充 分 二混 和 シ、37度 卿 卵 器 内 一、2時 間

保 チ タル 後 結 果 テ 判讃 シ約20時 間 冷 室 内 ニ置

キ再 ビ検 ス｡

成 績｡1.本 抗 元 ノ原 液 ハ、 軍 燭 ニ テ ソ ノ0.2

琵 ハ血 球 溶 解 作 用 テ障 碍 ス｡

2.10倍 稀 繹 ノ本 抗 元0.2及 ビ0.1耗 りllヘタ ル

モ ノニ於 テハ、 血 球 完 全 二溶 解 シ テ防 止作 用 ラ

示 サズ｡
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第 表

抗 元 量CQ

0.5

0.2

成 績1抗元融

00.05

0 0.02

成 績

st

K

mKO.10.01K

備考0.ノ ・非 溶血、sp.ノ・痕跡溶血

mk.ノ ・弱溶 血、st一ノ・弧溶血

fK.ノ ・殆 ンド溶 血

K.ノ・完 全溶血 ヲ意味 ス

3.本 抗元 ノ使 用量 ノ・、 溶 血 防 止作 用 ナ キ最 少

量 ノ2分 ノ1.自Pチ10倍 液 ノ0.]耗 トス｡

皿.抗 元 ノ軍 掲 血球 溶 解 作 用 ノ有無 試 験｡

抗 元 ハ 原 液 或 ハ其]0倍 稀 澤 液 テ 小 試験 管 二遍

減 的 二注 加 シ、5%血 球 液 テ加 ヘ テ振 温 混 和 シ、

第 二

生 理 的 食 髄 水 テ加 ヘ テ全 量 ヲ2.5耗 トシ テ時 々

振 盈 シツ ・37度 ノ卿 卵 器 内 ニ、2時 間 牧 メ後 、

結 果 ヲ見、 更 ニ冷 室 二約20時 間 置 キ タル 後 再

ビ判 讃 セル ニ軍 燭 ニ テ ハ、 ∬且球 溶 解 作 用 ナ キ コ

トラ知 レ リ｡

皿.本 試験

各 非動 性免 疫 血 清 テ0.2耗 ヨ リ返 減 的 ニ小試 験

管 二入 レ、コ レニ10倍 稀 繹 抗 元 ノ0.1鈍 宛 ラ加

へ、 更 二10倍 補膿0.5耗 宛 ラ 加 へ、 生理 的 食

盤 水 ニ テ全 量 テ1、5耗 トナ シ、27度 ニ、1時 間

保 チ後 、 感 作 血 球 液1耗 宛 テ加 ヘ テ、37度 ノ餌

卵 器 内 一2時 間 牧 メテ成績 ラ判 讃 シ、 夏 二翌朝

迄 冷 室 二置 キ、 再 ビ成 績 ラ判 讃 ス｡
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第 二 表 ニ示 ス ガ如 ク、 結 核 菌 ノ酒 精 「エー テルJ

浸 出類 脂 肪 罷 ヲ昭抗 元 トシ、 同抗 元 ト豚 血 清 ヲ加

ヘ テ免 疫 シ タル免 疫 血 清 トノ補 禮 結 合 反 磨 ・・、

陽 性 ナ リ｡然 レ ドモ、 類 脂 肪 艦 ノ ミニ ヨル免 疫

血 清、 豚血 清 ノミ ノ 免 疫 血 清 及 ビ 結 核 菌 禮 ノ

ミ ノ発 疫 血 清 ニ テ ノ、、 補 禮 結 合反 慮 ハ 陰 性 ナ

リ｡表 ニ示 サザ リシモ、 補 禮 結 合 反 磨 陽 性 大 ナ

リ シ各免 疫 血清 ハ 自家 溶 血防 止 作 用 テ示 サ ザ リ

キ｡

第 二項 「エ ー テル」浸 出類 脂 肪髄

免疫 血 清 二就 テ

抗 元 原 液 ノ 製 法｡結 核 菌2延 二相 當 スル 結核

菌 「エー テ ル」浸 出類 脂 肪 量 テ0.3耗 ノ無 水 酒 精

二溶 解 シ、9.5琵 ノ生 理 的 食盛 水 テ加 ヘ タル モ

ノヲ抗 元 原 液 トス｡

1.前 項 ト同様 ニ抗 元 ノ軍 掲血 球 溶 解 作 用 ノ有

無 試 験 ラ 行 ヘ ル ニ、 本 抗 元 モ亦原 液 及 ビ10倍

稀 繹 液 ヲ使 用 ス ル モ、 軍掲 ニ テノ・血 球 溶 解 作 用

ナ キ コ トテ知 レ リ｡

皿,抗 元 ノ抗 補 罷腰 測 定 モ前項 ト同 様 ニ シテ行

ヘ ル ニ、 第 三 表 ノ如 キ結 果 テ得 タ リ｡即 チ本抗

元 ノ原 液 ノ・軍 濁 ニ テ血 球 溶 解 作 用 ラ防 止 シ、 最

少 完 全 溶 血 量 ハ、0.2琵 ナ リ｡故 ニ ソ ノ使 用 量

ノ、、0.1立 毛 トヒ リ｡

第 三 表

抗元㍉坤 購 瞬 姻 成 績
00..5

0.2

0.1

0

mK

0.05st

0.02 K

0.01 K

皿.フ トこ言式験｡

實 験 方法 ノ・、 前 項 ト同 ジ｡ソ ノ結 果 ハ、 第 四表

ガ示 スガ 如 ク結 核 菌 「エー テ ル」浸 出 類 脂 肪艦 ト
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10%豚 血清 トラ加へ見疫 シテ得 タル冤疫血清 ト

ノ間 ノ補盟結合反慮ハ陽性ナルモ、豚血清冤疫

血清、類脂肪罷 ノミニヨル冤疫血清、菌膣 ノミ

第

ノ免疫血清 トハ、補盤結合反慮 テ示 サズ｡表 二

示 サザ リシモ補艦結合反慮陽性ナリシ免疫血清

ハ自家溶血防止作用ヲ示 サザ リキ｡
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第 五 表

免疫1

1塾1

＼謙 鞭 撫轄
結 核 菌 「エー テ ルレ」浸 出類

脂 肪 膿

ヒ1諺 糠 肪禮
『

「ア ルレコ ホ ー ルレ
、 エー テ

ルレ」浸 出類 脂 肪 盟

十
10%豚 血 清

一;一

77 182 186 8｡18、
i

15

0,110 0 0 010 0

0.05 0 0 0 0 0 0

0.01 mK mK mK mK mK mK

0,005 mK st fK fK mK mK

0,001 K

K

K K K K K

0 K K KI K K一

第三項 「エーテル」浸出抗元 ト「アル

結

1.人 型 結 核 菌 ノ「アルレコ ホー ル、 エー テル」浸

出 混 合 類 脂 肪 膿 及 ビ 「エー テル」浸 出 類 脂 肪禮

ハ、 軍 掲 ニ テ ハ家 兎 二抗 罷 ラ産 生 セ シメ得 ザル

モ、 賦 活禮 トシテ豚血 清 ラ混 合 免 疫 スル時 ハ、

免 疫 ニ用 ヒ タル類 脂 肪 禮 二反 癒 スル補 罷 結 合 性

抗 膿 ラ産 生 セ シメ得｡

2.「 アル コホー ル」、 「エー テ ル」浸 出 混 合 類 脂

肋 艦 及 ビ 「エー テ ル」軍 掲 浸 出 類 脂 肋膿 ノ・同 一 性

質 ヲ有 シ相 互 二同 一 程 度 ニ補 膿 結 合 反 慮 テ呈 セ

リ｡

メ タ リ｡

論

コ ホー ル 、 工 一 テ ル」浸

出抗 元性 ル差 異 呂就 テ

酒 精 、 「エ ー テル」浸 出抗 元 ト

「エ ー テル」浸 出抗 元 トニ封 シ

是 等 ノ抗 元 二賦 活 膿 ヲ・附 加 シ

テ免 疫 セル家 兎 血 清 ト ノ間 二

交 互 二補 艦 結 合 反 慮 ラ行 ヒ シ

ー、 第 五 表 ニ示 ス如 ク ソ ノ反

慮 ノ程 度 ハ同 質 抗 原 及 抗 艘 反

癒 ト同程 度 ナ リ.帥 チ雨 種 浸

出 法 ニ ヨ リテ得 タル類 脂 肪 膿

ノ抗 元 性 ニ差 異 ナ キ コ トラ認

3.豚 血清家兎免疫血清、結核菌家兎免疫血清

拉 ニ、前記雨類脂肪罷輩掲冤疫血清ハ、雨類脂

肪盟 テ抗元 トスル補膿結合反癒 ニ陰性反磨iテ呈

セリ｡

4.以 上護明セル補艘結合性抗罷 ラ各型結核菌

類脂肪膿 ト反癒 セシメ人型結核菌類脂肪禮ニ特

異 ナリヤ否 ヤニ關 シテハ第二同報告 ニ譲 ル｡

欄筆ニ臨 ミ、恩師豊田前教授及 ビ戸田教授 ノ懇

篤 ナル御指導及校閲 二封 シ満腔 ノ謝意9表 ス｡
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